
少しずつ暖かくなり、春らしさを感じられる時期がやってきました。３月は「春嵐」や「春疾風」と呼ばれ

る強風が吹き荒れ、急に冷え込むなど、寒暖差が大きい日があります。上着を持ち歩いたり重ね着をしたりし

て風邪を引かないようにしましょう。また、春休みは、生活リズムを崩さず４月からの生活に備えましょう。 

保健連絡票の記入をお願いします！3/9（月）〆切 
１・２年生のみなさんは、あと 1か月程で進級となります。そろそろ新学期の準備が必要です。 

緊急時の連絡先・体の具合の様子など、お家の方と相談して一緒に記入してください。 

記入のしかた（別紙）を参考に、新学年の欄にえんぴつで記入してください。 
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いきいき ☆きら☆きら （在校生用） 

             令和８年 ３月２日 

津幡中学校長   池島 隆久 

養護教諭     髙木佑希恵 

全学年  

 1367 

2/24 時点  

 

頭痛  284 人 

 

 

腹痛 233 人 

 

 

吐き気 127 人 

 

 

すり傷 79 人 

 

 

打撲   70 人 

 

 

つき指・捻挫 52 人 

 

 

保健室には、休み時間に相談に来る生徒もいます。困ったことを、進んで

解決していこうとする姿勢はとても良いことですね。 

中学生は、多感な時期であり学校生活でいろいろなことを経験して、不安

定になることもあるでしょう。しかし、大きな成長の機会にもなります。

一人で抱えず、気軽に相談してくださいね。 

保健連絡票の記入のお願い 

保健室の利用状況 

花粉飛散量は去年の約 2倍！ 

とても勉強になった 



花粉飛散量は去年の約２倍！  

 2025年の夏はとても暑く、日ざしも強い日が多かったため、花粉の

「雄花」がよく育つ条件がそろいました。 

また、2025年は花粉があまり多く飛ばなかった地域もありました。 

その反動で、2026 年は花粉がたくさん飛ぶ「表年（おもてどし）」にな

ると予想されています。そのため、2026 年の春に飛ぶ花粉の量は、

去年の約2倍になる見込みです。特に晴れて風が強い日は大量の花粉

が飛散するので注意が必要です。 

花粉症は「ある日突然」発症する 

これまで花粉症になったことがない人でも、ある年をきっ

かけに急に花粉症になることがあります。 

花粉が体に入ると、抗体が作られます。体が花粉にさらさ

れる度に、コップに水がたまるように抗体もたまっていき

ます。しかし、コップがいっぱいになると、水はあふれ出し

てしまいますよね。 花粉症も同じで、体が許容できる量

を超えるとアレルギー反応（花粉症の症状）が起こるので

す。そのため、今まで平気だった人でも、花粉が多い年には

発症しやすくなります。 

 


